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W222c 小型 JASMINEで解明を目指す巨大ブラックホールの進化
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小型 JASMINEは、バルジ中心核領域の星々の位置・固有運動を高精度に測定することから、銀河系中心に存
在する巨大ブラックホールの進化・成長過程を解明することを目指している。現代の銀河形成論のパラダイムで
ある階層的銀河形成シナリオにおいては、巨大ブラックホールが銀河（バルジ）の成長とともに、合体成長して
きたことが強く示唆される。さらにこの過程に加えて、銀河系バルジの非軸対称なポテンシャルは必然的にガス
の角運動量を失わせ、ガスの中心核への流入を引き起こすことが期待される。よって、巨大ブラックホールの成
長過程の解明には、巨大ブラックホールの衝突合体過程およびバルジ中心核の重力場ポテンシャルを含めた力学
構造の両者を正確に押さえることが肝要となる。この主題へのヨーロッパ宇宙機構から 2013年末に打ち上げられ
た高精度位置天文衛星 Gaiaの貢献は極めて限定的にならざるを得ない。この領域はダストによる吸収減光が甚
だしいために可視光では見えないからである。本講演では、星の位相分布関数から巨大ブラックホールの衝突合
体の痕跡を、さらに、星の軌道解析からバルジ中心核の力学構造を、それぞれ決定できる手法および今後の戦略
を紹介する。


